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論文審査の結果の要旨 

 

本論文は、橋梁の安全性を担保するために様々な研究が進められている橋梁の点

検手法の研究分野に関する文献を適切に引用しながら、研究分野の歴史的発展経緯

をまとめた上で、大規模災害の直後に多数の中小橋梁の橋脚の健全度を迅速に診断

することを可能にする遠隔診断システムを新たな研究対象として取り上げ、その設

計・実装・評価を示している。  

このシステムの特徴は、省電力性能に優れたMEMS型アナログ出力加速度センサ

 と  低速であるが高分解能なΔΣ型AD変換器を用いて必要な分解能を得ているこ

と、複数の加速度センサを並列に接続することによって暗ノイズレベルを低減して

いること、これらの高分解能と低ノイズレベルによって打撃に利用する通行車両の

通過から十分に時間が経過した後の微小振動までの計測が可能になったこと、バッ

テリー駆動の同期型無線センサが 3年以上の待機時間を有すること、1～ 2ms以内の

精度で時刻同期した複数の加速度センサを橋脚に設置することによって、固有振動

数のみならず振動モードの測定も可能となっていることである。新規性は、システ

ム全体の設計、特に工夫を要した加速度センサの要素技術開発、４年間の長期運用

での性能・耐久性の実証にある。  

 研究方法として、システム全体およびサブシステムの設計は、実用のための要

件定義から要求仕様の分析を経て方式設計へと論理的に展開されており、実装およ

び実験で用いた装置、測定条件、測定データは明示されている。測定データに基づ

く考察によって、本システムが大規模災害の直後に橋脚の健全度を遠隔で迅速に評

価することを可能にすることを実証している。  

 本システムの社会的な効果が、大規模災害後の危険箇所の早期閉鎖ならびに安

全箇所の早期再開に役立ち、以って災害からの復旧活動の効率化に貢献できること、

さらに、そのまま平時の定期点検に利用した場合に点検作業の省力化に役立ち、橋

梁の長寿命化のためのモニタリングにも応用可能であることが示されている。  

 本論文の主たる内容は、学術誌論文１編に発表されている。また、最終試験に

おける口頭試問により、当該分野における十分な知識を有していることが認められ

た。以上を総合して、当審査委員会会は、本論文が博士学位論文の評価基準を満た

していると判断し、合格と判定した。  

最終試験までの経緯としては、１２月１０日に開催したオンラインの公聴会に研

究科外審査員を含む全審査員が出席し、結果に基づき各審査員が審査報告書を作成

した。同日に各審査報告書に基づき審査会および最終試験を行った。  


